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 令和７年度  学校評価報告書（目標設定）  

 視点 
４年間の目標 
（令和 6 年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①普通科（クリエイティブ
スクール）においては、
豊かな人間性や社会性の
涵養、社会的・職業的な
自立等をめざした教育課
程を適切に編成する。 

 
②福祉科においては、専門
的な知識・技術の習得、
豊かな人間性や社会性の
涵養、社会的・職業的な
自立等をめざした教育課
程を適切に編成する。 

 
③わかることが実感できる
授業のユニバーサルデザ
イン化、ICT の積極的な
利活用、実践的・体験的
な学習などを推進する。 

①②教育課程における編
成および評価のあり方
について研究を進め、
３年間の教育課程全体
が適切に配置している
か検証を進める。 

 
③現状の授業スタイルを
様々な角度から検証
し、さらに生徒がわか
ることが実感できる授
業づくりを目指す。定
期的に研究協議の場を
設け、共通のスタイル
の確立に向けて取り組
む。 

①②両科とも現状の教育課程の
授業の進め方や評価基準の設
定、評価方法が適正なものか
どうか検討を進めていく。 

 
 
 
③授業見学や、みなみハート会
議（研究協議）において、教
員同士の情報共有や意見交換
を積極的に行う。 

①②それぞれの学科の特色に合
わせた教育課程の編成、評価
基準の策定及び選択科目の設
置ができているか。 
（生徒によるアンケート） 

 
 
③実践例の共有や、新たな改善
に向けた意見交換を目的とし
た授業見学やみなみハート会
議を実施することができた
か。（実施回数） 

 
③みなみスタイルが生徒の学習
効果を与えることができた
か。（授業評価） 

 

２ 
生徒指導 
・支援 

①他者への理解を深め、
安全・安心に学べる環
境を整えるため、ルー
ル、マナーを大切にす
る規範意識の醸成を図
る。 

 
 
②生徒一人ひとりが抱え
る課題を早期に把握
し、スクールカウンセ
ラー（ＳＣ）やスクー
ルソーシャルワーカー
（ＳＳＷ）および外部
機関と連携した支援を
図る。 

①理解にもとづく規範意
識の育成のため、より
生徒との接触の機会を
増やして、常に身近な
立ち位置で、支援に力
点を置いた生活指導を
めざす。 

 
②学校行事（南高祭・ス
ポーツ大会等）を生徒
主体の行事として充実
させる。 

 
②支援が必要な生徒につ
いて、一人ひとりに十
分な検討を行う。また
限られた時間の中、一
人でも多くのケースに
ついて検討する。 

①生徒との接触に重きを置いた
機能に変えた各種当番の意識
を職員に対して常に発信し、
指導と支援の連携を図る。 
問題行動の事前予防という観
点に基づいた、巡回の意識に
ついて徹底を図る。 
指導と支援の連携という役割
を担った各種当番について、
意識向上を図る。 

 
②生徒会執行部が中心となり企
画し、教員がサポートしなが
ら話し合いを重ねて実施に向
けて進めてく。 

 
②検討の効率化のため、生徒の
支援履歴や聞き取り結果を継
続的に管理できる電子ファイ
ルを構築する。カウンセリン
グ等業務やコア会議がより効
率よく行われるようにネット
ワーク環境を整える。 

①より身近な位置で生徒との接
触を図り、規範意識の向上に
資することができたか。 
職員に問題行動の未然予防と
いう意識の向上が図れたか。 
指導と支援の連携を高めるこ
とで、効果的な生徒指導がで
きたか。（年間指導データ） 

 
②生徒主体で企画、運営できた
か。（行事後アンケート） 

 
②検討の効率化のため、生徒の
支援履歴や聞き取り結果を継
続的に管理できる電子ファイ
ルを構築できたか。  

 
②カウンセリング等業務やコア
会議がより効率よく行われる
ようにネットワーク環境を整
備できたか。（実施状況） 

３ 
進路指導 
・支援 

①生徒一人ひとりの進路
希望に応じた適切な支
援を充実させる。 

 
②SCCと連携しながら３年
間を見据えた計画的な
進路指導の充実を図
る。 

①生徒・保護者と進路希
望を共有して適切な支
援に繋げる。 

 
②SCCと連携し、キャリア
プログラムの実践を通し
て生徒の社会的・職業的
自立と主体的な進路選択
を可能にする力を育む。 

①キャリアパスポートの活用や
各種面談を活用し、生徒・保
護者の進路希望の把握に努
め、適切な支援を行う。 

 
②３年間のキャリアプログラム
の中に福祉科・普通科共通の
プログラムを組み込む。 

①生徒・保護者の希望に沿った
進路実現を支援するととも
に、進路実績の維持向上が図
れたか。（進路実績） 

 
②福祉科、普通科共通の進路プ
ログラムが完成したか。 

 

４ 
地域等と
の協働 

①地域の企業や福祉施設
と連携した教育活動を
推進する。 

 
 
②地域貢献活動やイベン
ト等への参加による開
かれた学校作りを推進
する。 

①地域企業や福祉機関と
連携し、生徒の社会参
加と職業的自立に向け
た意識向上を図る。 

 
②広報活動を積極的に行
い、中学生やその保護
者、本校生徒の保護者
や地域の方々に学校の
教育活動に対しての理
解を深める。 

①地域企業や福祉機関と連携し
た職業人講話を実施する。ま
た本校独自のインターンシッ
プ体制を構築する。 

 
②学校説明会やホームページの
更新によって、学校の特色や
教育活動を積極的に伝えてい
く。 

①生徒の主体的な進路選択に繋
がるようなインターンシップ
や職業人講話の実施と充実が
図れたか。（実施状況） 

 
②学校説明会への参加者が満足
いく内容だったか。 

（アンケート実施） 
 
②ホームページを定期的に更新す
　ることができたか。 （更新回数） 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安全・安心に学
ぶための防災計画策定
や施設設備等の点検・
整備を進める。 

 
②全職員で不祥事を防止
する。 

 
③職員が学校教育計画を
共有するとともに学校
運営協議会からの意見
を反映していく。 

①日常的に環境整備を進め
安全・安心に学校生活を
送れるよう努める。 

 
②職員一人ひとりが、不祥
事防止に対する意識を常
に持つよう努める。 

 
③学校教育目標の実現に向
けて、学校運営協議会や
各部会での意見交換を積
極的に行っていく。 

①計画的な防災教育や環境等の
整備などを組織的に行う。 

 
②定期的にテーマを持った不祥
事防止研修を実施して、標語
を作成する。 

 
③各部会で行われた意見交換の
内容を職員全体に周知する。 

 
③意見を踏まえ、様々な活動に
反映させていく。 

①計画的な防災教育や環境等の整
備が実施できたか。(整備実績) 

 
②不祥事防止研修を定期的に実施
して、各テーマについての標語
を作成できたか。（作成状況） 

 
③学校運営協議会及び各部会で
積極的な意見交換が行われ、
その内容を学校目標の実現に
生かすことができたか。（次
年度学校目標） 
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